
防災情報を関係機関と共有するのがなぜ必要なの？
いままでの防災情報
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県議会でのやり取り（パート1：防災情報）2

防災情報の共有化することのメリットは？3
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災害現場状況

他の質問ものってます（詳しくは裏面を）
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市町村 警察

自衛隊

消防県

+

防災時の関係機関

「災害情報共有システム」に□関係者拡大を！！
県のもつ情報端未

無線

これからの防災情報（赤書き部分：前住提案）

令和5年2月定例会
一般質問
令和5年3月7日

プロフィール
・鳥取大学（教育学部）卒業
・鳥取県スキー連盟常任理事
・若桜町議（4期）を経て、
現在鳥取県議（1期）として
 ・・・公私共にひたすら
がむしゃらに突っ走り中。
『 ・・・・・・あなたと共に』

鳥取県議会議員

前住孝行
前住孝行

鳥取県議会議員
前住 孝行 平井知事

より住みやすい鳥取県をめざして 2024.5
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市町村との発災時の
情報共有の予算化が
されてます。
さらに、
市町村以外の
防災関係機関との
情報共有も必要では

消防・警察・自衛隊など
実働部隊との防災情報の
共有は、それぞれ機密等
ハードルが高い。
しかし県の持つ情報端末で
一緒に情報共有したり、追加や
訂正頂く権限を与え操作する事は
理論上できるのではと思う。
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福本揚子氏 撮影

県議会でのやり取り（パート2：無電柱化）
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観
光対策

令和5年2月定例会
一般質問
令和5年3月7日

県議会でのやり取り（パート3：観光情報）令和5年2月定例会一般質問
令和5年3月7日

鳥取県議会議員
前住 孝行 平井知事

伝統的建造物群
指定地区などの
無電柱化整備の
協力して下さい！

市町村のほうでまず、
まちづくりについて計画を
作ってもらい
そこに道路管理者として
県 も関わっていく。

若桜駅前

現在
景観や防災からも
電柱の地中化は必要だね。

無電柱化すると
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鳥取県議会議員
前住 孝行 平井知事

QRコードを
活用して
観光情報を
提供する
支援して下さい。

お年寄りも含め、みんな
スマホを持ち歩く世の中。
これを活用し、
観光情報の提供は
“サービス側”として考える
必要があると思う。

徳丸どんど 石谷家住宅不動院岩屋堂

既に鳥取砂丘やこどもの国ではQRコード活用 済 だからこそ ぜひとも
活用を！街のお宝” ”

▲前住孝行
公式ホームページ


